
八尾をきれいにする運動推進本部 平成28年度感謝状受賞者名簿 

【個人の部】 

-１- 

氏   名 活  動  内  容 

川西 守 様 

 年金を受給し始めたのを機に、何か社会へ奉仕をした
いという思いより、19年前からお一人で清掃活動を続け
てこられました。 

 毎朝５時前に、月曜日から土曜日は、東太子にある自
宅から顕証寺を経由してＪＲ八尾駅・久宝寺緑地公園ま
での３km、日曜日には、自宅から旧中央環状線を通って
ＪＲ八尾駅を経由して市立病院までと、そこから龍華町
東公園前の地下道までの６kmのコース内に落ちているた
ばこの吸い殻からビニール傘に至るまでのごみ拾いを行
われています。年間に、空き缶類は約2500個、マスクは
約300枚、傘は約90本拾われるそうです。 

 また、２月から11月の間は夕方にＪＲ八尾駅から旧中
央環状線までの範囲で草刈りと泥さらいを順次行われて
おり、年間で草の量は200～300袋、泥の量は土のう袋50
～80袋ほどになるそうです。 

 ご自身はボランティア半分、運動半分の思いで活動さ
れているため、ごみ拾いは毎日の日課となっており、雨
風が強い日でも、毎日欠かさず活動されています。 

山﨑 國男 様 

 40年ほど前より、所属していたゲートボールクラブの
メンバーで亀井町公園の清掃を行われていましたが、平
成18年からはお一人での清掃活動を始められました。 
北亀井町公園、亀井町公園の２公園で花の苗を植えたり
草刈りをするなどのお手入れを月２回ほど行われていま
す。また、トイレや手洗い場の清掃については週１回、
多いときは毎日行われています。 
町内会の一斉清掃が年２回行われるそうですが、雨で中
止となっても、お一人でも公園内遊具周辺の草刈りを実
施されています。 
草が生い茂っていることが原因で「危ないから公園に
入ったらあかん」などと、大人が子どもに言う光景を見
るのが辛いため、利用する皆が公園の環境を気にかける
ようになり、子どもから大人まで安全に公園を使用でき
ることを願い、活動を続けておられます。 

 かわにし まもる 

   やまさき くにお 



【団体の部】 

-２- 

団体名 
代表者氏名 

活動内容 

コスモスグループ 
 

代表 阪井 路子 様 

 25年ほど前にコスモスグループが発足した当時は、
楠根川第５ブロック公園の清掃等を行われていまし
たが、現在は、楠根川第６ブロック公園と萱振公園
の清掃・手入れを行われています。 
 楠根川第６ブロック公園では、公園内の清掃や枝
の剪定を月１回、朝の９時から１時間程度を目安に
実施されていますが、熱心な方が多く、掃除をし始
めるとなかなか終われず、１時間30分～２時間の作
業になられるそうです。 
 月１回の清掃以外にも、毎日、花の水やりはかか
さず行われており、全部で440鉢に植わっている花
が枯れないようにいつも心がけられています。また、
萱振公園の花壇の花に毎日、水やりも続けられてい
ます。 
 その甲斐あって、「公園が気に入って転入してき
ました。」という話を何度か耳にし、公園をきれい
にすることの大切さを改めて感じ、現在行っている
清掃活動の輪を若い世代にも広げていきたいと考え
ておられます。 

栄町２丁目住宅互助会 

 

代表 伊藤  静夫 様 

 19年前より毎月１回、土曜日の朝８時から９時ま
での時間帯を基本として、栄町２丁目公園の清掃活
動を実施されています。 
「町会内の公園を町会内みんなできれいにしたい」
という声から、清掃活動を始られたそうですが、現
在では孫世代の遊び場を、きれいで安全な場所とし
て維持するために活動されています。 
少し前まで雑草が生い茂っていた状態でしたが、清
掃活動を積極的に実施されたことにより、最近はき
れいな公園が維持されています。 
「公園の清掃活動ではあるが、継続して実施できて
いることは良いことであり、清掃活動を通して、互
助会内の方やボランティアの方々とつながり合え、
認め合える人間関係が築けている」という感謝の気
持ちを大切に、今後も活動を続けていきたいと考え
ておられます。 

だいひょう いとう     しずお  

だいひょう  さかい   みちこ 

さかえまち ちょうめじゅうたくごじょかい  



【団体の部】 
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団体名 

代表者氏名 
活動内容 

柴谷パッキング工業 

株式会社 

 

社員一同 

 社長がきれい好きであり、会社として地域でも環
境美化に貢献しようということから、ＫＥＳ取得に
向け平成19年より清掃活動を開始されました。 
 毎週１回、男性社員12、13名で、７時30分から30
分程度、会社周辺（南木の本９丁目） の道路や河
川敷の清掃活動を行われています。 
 毎月の目標清掃活動回数を定めており、目標達成
に向け、雨の日でも傘をさして、「大きなごみだけ
でも」と熱心に活動されています。 
 しかし、道路にはまだ、たばこの吸い殻が多く、
河川敷にはダンボールや産業廃棄物が捨てられてい
ることもあるそうです。 
 清掃活動中に、「ご苦労様」などと労いの言葉を
かけてくださる方もおられるので、自分たちの姿を
見て、少しでも多くの方々がきれいにしたいという
思いを持ってもらえるようにと清掃活動を続けてお

られます。   

株式会社島田組 
 

代表取締役社長 

 岩立 二郎 様 

 自分たちが施工した道路や河川が、時間と共に汚
れていくのを目にし、何とかきれいにできないもの
かとの思いから、平成19年より、会社がある弓削町
南３丁目辺りのごみ拾いを月１回行われています。 
 多いときは50人程、少なくても10～20人程度で、
就業前の７時30分から１時間程度清掃活動を実施さ
れています。 
 また、月１回の清掃活動のほかに年１回、近くに
ある公園の掃除も行われています。 
 掃除をやめてしまうとまた汚れてしまうという思
いや、清掃活動を通して自分自身がポイ捨てをして
はいけないという気持ちになるだけではなく、きれ
いな状態を維持することで、ものを捨てにくい環境
をつくることができるという考えのもと、継続して
清掃活動に励んでおられます。 

  だいひょうとりしまりやくしゃちょう 

かぶしきがいしゃしまだぐみ 

しばたに 

  しゃいんいちどう 

こうぎょう 

かぶしきがいしゃ 

 いわたて  じろう 



【団体の部】 
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団体名 

代表者氏名 
活動内容 

永畑地区女性会 

 

代表 久野 千代子 様 

 八尾市女性団体連合会からの呼びかけにより、平
成20年頃より永畑地区女性会として清掃活動を本格
的に始められました。 
毎月第２土曜日の午前８時から１時間程度、渋川神
社及び比枝神社周辺の落ち葉やたばこの吸い殻拾い、
草抜きなど５人ほどの交代制で実施されており、み
んなで同じエプロンを着用することで、周囲への清
掃活動に対する意識啓発にも努められています。 
また、長年にわたり清掃活動を実施してきたことに
より、始めた頃よりもたばこの吸い殻数が減ってき
ているだけでなく、メンバー以外の方で、清掃活動
に参加してくれる方が増えてきているそうです。 
清掃活動以外にも、織物工場から出る不要素材を再
利用して手編みの座布団を作製し、ＪＲ八尾駅に無
償で提供するという心温まる活動をされており、ご

みの減量化も担っておられます。  

ながはたちくじょせいかい 

 だいひょう  ひさの  ち よ こ 


